
６．還土ブロック界壁を適用した応接室における空間性能 

-騒音レベルと 2室間の室間平均音圧レベル差による空気音遮断性能- 
Spatial performance in the drawing room with the return soil block boundary wall applied 

-A-Weighted Sound Pressure Level and Airborne sound insulation by averaged Sound Pressure Level difference 

between two rooms- 
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□ 背景・目的 

  当社の名古屋支店改修工事では、1 階応接室の 3 室（東側幹線道路から応接室 1、応接室 2、応接室 3）の界壁に

還土ブロック（版築ブロック）が適用されており、この版築ブロック壁の施工方法としては、応接室 1-応接室 2 の

間は「馬目地」仕様、応接室 2-応接室 3 の間は「芋目地」仕様がそれぞれ異なる組積方法によって施工されている。 
  本報では，1 階応接室の 3 室における「静ひつ性」の評価を目的として、3 室で騒音レベル（dBA）を測定すると

共に、音源室を応接室 2、受音室を応接室 1 および応接室 3 とした 2 室間の空気音に対する遮音性能を表す室間平均

音圧レベル差の測定を実施したので，これらの測定結果を報告する。 
□ 概要 

改修工事を終えた直後の名古屋支店において、2021 年 9 月に 1 階から 8 階までの主要な各室の騒音レベル（dBA）

を、2021 年 10 月に 1 階応接室の 3 室において、騒音レベル（dBA）の測定と 2 室間の室間平均音圧レベル差の測

定を実施した。騒音レベル（dBA）は、日本建築学会遮音性能基準に照らした場合、事務所・応接室： 2 級以上の

良い評価となり、建築学会が奨励する好ましい性能水準あるいは一般的な性能水準以上に相当したが、2 室間の室

間平均音圧レベル差による空気音遮断性能は、建築学会が推奨する特級から 3 級までの適用等級に当てはまらず、

奨励される標準的な遮音性能は得られない測定結果となった。騒音レベル（dBA）のオクターブバンド分析の結果

と N 値（図１）、および室間平均音圧レベル差の測定結果による D 値（図２）を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□ 結論 

応接室の 3 室で騒音レベル（dBA）の測定と共に，音源室を応接室 2，受音室を応接室 1 および応接室 3 とした

2 室間の空気音に対する遮音性能を表す室間平均音圧レベル差の測定結果から，以下のことが考えられる。 
1) 応接室の 3 室の騒音レベル（dBA）は，日本建築学会遮音性能基準の表示尺度に照らした場合，事務所の応接室

としては，一般的な標準環境騒音（室内騒音レベル）と判断しても支障はない性能が得られると考えられる。 
2) 音源室を応接室 2，受音室を応接室 1 および 3 とした 2 室間の空気音遮断性能（D 値）としては，特級から 3 級

までの適用等級に当てはまらないため，奨励される標準的な遮音性能は得られない。今回の界壁の仕上げは，版

築ブロックの組積方法そのままが表わし仕上げとなっており，版築ブロック同士による隙間の影響がその要因の

一つであると考えられる。 
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図１ オクターブバンド分析結果と N値 図２ 室間平均音圧レベル差（D値）の測定結果 

 

７．ファインバブル水を用いたコンクリートの基礎的実験 

Fundamental Experiment of Concrete Using Fine Bubble Water 
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□ 目的 

ファインバブル（Fine Bubble : 以下 FB）は直径 100µm以下の微細な泡で，ミリバブルやセンチバブルなど
の目に見える気泡と比べると水中に長時間滞留する。さらに気泡表面がマイナスの電荷を帯びており，物体の吸

着や反発等の表面活性作用があるとされる。その特徴から，コンクリートの練混ぜ水として FB 水を用いること
で，微細な泡のボールベアリング効果による混和剤使用量の低減や FB がマイナス電荷を帯びたことによりコン
クリートと鉄筋との付着強度が向上するなどの効果が期待される。FB 水をコンクリートの練混ぜ水として用い
ることでフレッシュ性状や硬化後のコンクリートの物性値の違いについて検証した 

□ 概要 

(1) 使用材料および調合 

練混ぜ水には上澄水（以下 RW）を用いており，FBは上澄水に対して発生させている。なお，FB発生装置を
60分程度稼働した後の水を FBWとしている。コンクリートの呼び強度は 24, 30および 36の 3種類とした。 

(2) コンクリートのフレッシュ性状 

FBの発生を簡易に確認するため，FB発生直後，7，14および 28日で RWおよび FBWの溶存酸素量を測定
した。練混ぜ後のコンクリートに対して，スランプ（JIS A 1101）および空気量（JIS A 1128）試験を実施した。 

(3) 硬化コンクリートの物性値 

硬化後のコンクリートの物性値の試験として，表－1 に示す

試験を実施した。圧縮強度，長さ変化，促進中性化および凍結

融解の試験は JIS に則り行った。透気試験は NDIS 3436-2 に
示されるダブルチャンバー法を実施し，加圧透水試験は，GWT
を用いた。リニアトラバース法は，気泡間隔係数，硬化後の空

気量および各平均気泡径の気泡比率を測定した。水銀圧入法で

は，遷移帯の細孔径とされる 50µｍ以上の細孔量を測定した。 

  
図－1 累積細孔量 図－2 細孔量と圧縮強度および中性化速度係数の関係 

□ 結論 

コンクリートの練混ぜ水にファインバブル水を用いることでフレッシュ性状や硬化後のコンクリートの物性値の

違いについて検証した結果を以下に示す。 

(1) フレッシュ性状について，FB発生直後は，RWより溶存空気量は多いが，スランプおよび空気量に変化はほ

とんどなく，混和剤の影響もしくはミキサーでの練混ぜ中に微細な泡が消失していることが考えられる。 

(2) 硬化後の物性値について，圧縮強度試験，促進中性化試験，長さ変化試験および凍結融解試験の結果では試験

結果に差は少なかった。しかし，リニアトラバース法や水銀圧入法の詳細な分析から，気泡間隔係数が小さく

なっていることや遷移帯とされる細孔径 50nm以上の細孔量が少なくなっていることが確認された。 
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表－1 硬化後コンクリートの物性値試験 
試験項目 概要 測定材齢 

圧縮強度 JIS A 1108 3d,7d,28d,91d 
長さ変化 JIS A 1129-2 1w,3w,5w,8w,13w,26w 
促進中性化 JIS A 1153 1w,4w,8w,13w,26w 
凍結融解 JIS A 1148 30cycleごと 300まで 
透気試験 NDIS 3436-2 91d 
加圧透水試験 GWT 91d 
リニアトラバース法 - 91d 
水銀圧入法 - 91d 
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